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こ
ど
も
が
い
る
困
窮
世
帯
の
割
合

（
沖
縄
県
の
現
状
）

県
が
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
「
子
ど
も
の
貧

困
実
態
調
査
」
に
お
い
て
、
沖
縄
県
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
29
・
９
％
で
、
全
国
の
１
・
８
倍
、
子
ど

も
３
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
や
日
常
的
な
食
料
品
を
買
え
な
か
っ
た
経
験
が

あ
る
貧
困
世
帯
が
多
い
こ
と
な
ど
、
子
育
て
家
庭

の
厳
し
い
生
活
の
現
状
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

要
因
と
し
て
、
産
業
振
興
の
遅
れ
や
高
い
失
業

率
、
一
人
あ
た
り
の
県
民
所
得
が
低
い
こ
と
、
ひ

と
り
親
世
帯
の
出
現
率
が
高
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
が
い
る
困
窮
世
帯
の
割
合
は
、

２
０
２
１
年
の
23
・
２
％
か
ら
、
２
０
２
３
年
の

20
・
２
％
と
改
善
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

沖
縄
こ
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
の

取
り
組
み

沖
縄
こ
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
で
は
、
社
会
の

一
番
の
宝
で
あ
る
こ
ど
も
た
ち
の
将
来
が
そ
の
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は

次
の
３
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
こ
ど
も
に
寄
り
添
う
給
付
型
奨
学
金
事
業
》

児
童
養
護
施
設
を
退
所
す
る
者
な
ど
で
大
学
等

へ
進
学
す
る
者
に
対
し
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
を

給
付
す
る
。

《
食
支
援
連
携
事
業
》

企
業
か
ら
提
供
を
受
け
た
食
料
品
な
ど
を
、
日

本
郵
便
の
配
送
網
を
活
用
し
、
こ
ど
も
の
居
場
所

な
ど
へ
届
け
る
。

《
県
外
大
学
等
進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
》

県
外
大
学
等
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
低
所
得
世

帯
の
高
校
生
に
対
し
、
県
外
渡
航
費
を
支
援
す
る
。

あ
な
た
の
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
（
月
額
１
万
円
）や
個
人
サ

ポ
ー
タ
ー
（
月
額
１
０
０
０
円
）の
会
費
制
に
よ

る
継
続
的
な
ご
支
援
を
募
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
発
の
ご
寄
付
も
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
沖
縄
こ
ど
も
の
未
来
県
民
会
議
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、
こ

ど
も
た
ち
が
経
済
的
な
理
由
で
夢
を
諦
め
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
将
来
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

沖
縄
こ
ど
も
の
未
来
県
民
会
議

つ
な
が
り
、
み
ん
な
で
育
も
う

県
外
大
学
等
進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

県
外
の
大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
を

希
望
す
る
低
所
得
世
帯
の
高
校
生
に
対

し
、
受
験
や
進
学
に
必
要
な
渡
航
費

用（
上
限
10
万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

私は母子家庭のため、受験時

の費用が母の負担になること

が非常に気がかりでしたが、

この支援を受けられたことで

心置きなく試験に挑め、合格

することができました。

これからも、沖縄の子ども達

が自らの可能性を広げていけ

るように、サポートが続いて

行くことを祈っています。

ひとり親家庭で、県外大学進学は

考えてもいませんでした。

こうしたサポートが一つでも増え

ていけば、沖縄の未来も開けてい

けるのかなと思います。

心から感謝いたします。

ありがとうございました。

経済的に県外へ行けなかった人に希

望がもてると思います。

自分自身も将来的に余裕が出来た時、

寄付できるような人材になりたいです。

感謝しております。

ありがとうございました。

沖縄県は を推進します！
エスディージーズ

沖縄こどもの未来県民会議
ホームページ

沖縄らしいSDGsを
推進してい

くための基本理念
や優先課題

（①～⑫）などに対
応した具体的

なアクション、モニ
タリングの

指標などをまとめた
ものです。

←全文を
読めます

「 おきなわS
DGs

「 おきなわS
DGs

アクションプ
ラン」

アクションプ
ラン」とはとは

2美ら島沖縄 2024.11沖縄県は952円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

必ずチェック!
最低賃金



玉城知事は、北中城村にお住いのお二人の百歳健康
長寿者を比嘉北中城村長とともに訪問し、健康長寿に
あやかるとともに、百歳の御長寿を達成されたことを
お祝いしました。
玉城知事は、「元気なお姿は、県民全体の目標とな
るものです。今後ともお体に気をつけて、末永くお元
気でいてください」とお祝いの言葉を述べました。

玉城知事は、９月８日から15日までの日程で、約
１年半ぶりにアメリカ合衆国ワシントンD.C.および
ニューヨークを訪問しました。
今回の訪米では、国務省・国防総省や連邦議会議員

などに対し、米軍人による相次ぐ性的暴行事件などの
沖縄の基地負担の現状や、県独自の地域外交の取り組
みについて直接説明し、諸問題の解決促進に向けて理

解と協力を求めました。
また、共和党系シンクタン
ク、ジョージ・ワシントン大
学およびコロンビア大学で知
事が英語で講演を行い、沖縄
の実情や県の考えについて米
国の方々に広く発信しました。

９月４日から29日までの毎週水曜日と日曜日の計
８日間、県内の路線バス運賃を終日無料とする「わっ
た～バス利用促進乗車体験事業」の事業開始に伴い、
実際に運行するバスに玉城知事が乗車しました。
本事業は、県民の皆さまにバスを無料で乗ってもらい、

バス移動の良さを認識いただくことで、今後のバス利
用につなげていくための社会実験として実施しました。
玉城知事は、県民の皆さ
まに対し、この機会にバス
に乗車いただき、「今日バス
で行かない？」と職場の同
僚やご友人、ご家族などを
お誘いいただくよう呼びか
けを行いました。

首里城復興に向けた積極的な取り組みを全庁的に進
めるため、令和６年度首里城復興推進本部会議を開催
しました。
令和６年度は、県が寄附金を活用し製作している

「唐
から

破
は

風
ふ

妻
つま

飾
かざり

」や「龍
りゅう

頭
とう

棟
むな

飾
かざり

」などを続々と搬入する
予定であること、琉球王国の跡継ぎとなる王子が住ん
でいた中

なか

城
ぐしく

御
う

殿
どぅん

の整備工事を開始すること、また、
県民の皆さまに復興の状況を実際にみていただくため、
首里城復興イベントを開催することを確認しました。
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首里城復興推進本部会議　開催

お元気百歳あやかり訪問玉城知事が米国ワシントンD.C.及び
ニューヨークを訪問
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02  沖縄県はSDGsを推進します！
沖縄こどもの未来県民会議  つながり、みんなで育もう

03 県政フラッシュ
04  特集：ResorTech Okinawa 

ResorTech EXPOで最新のソリューションを見て、触れて、体験しよう

06  沖縄産業クロニクル［泡盛編］
08  地域外交の展開

多様な国際ネットワークが結びつくグローバルビジネス共創拠点
09  県の動き１ 離島フェア2024 ～離島の息吹を感じよう！特産品の祭典～
県の動き２ ご存じですか？アルコールのリスク

10 てくてく わがまちさんぽ［宮古島市］
11 県の動き３ 女性に対する暴力をなくす運動

12 情報ひろば
14 県の動き４  子育てをがんばる人をサポート！

15 読者プレゼント・広報課から11月のお知らせ・読者の声
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ラムサール条約で保護され、石垣
島最大の湾である「名蔵湾」。ドラ
マチックな空を背景にたたずむ1本
のマングローブが印象的です。

「 石垣島 名蔵湾のマングローブ」
撮影：小早川 渉

沖縄の人口・世帯の動き
 2024年９月１日現在

146万6,944人
※前月比175人増加

65万702世帯
※前月比479世帯増加

総人口

世帯数

2024
NOVEMBER11

９月４日の事業開始日に
玉城知事がバスに乗車

百歳健康長寿者を訪問する玉城知事

首里城復興推進本部会議の様子 製作中の龍頭棟飾

グレン・グロスマン共和党下院
議員との面談の様子

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていますので、
関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯向けの
戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

美ら島沖縄 

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
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事
例
記
事
＆
動
画

（
う
ち
な
ー
Ｄ
Ｘ
応
援
団
）

● 

県
内
企
業
の
最
新
の
Ｄ
Ｘ

事
例
を
分
か
り
や
す
く
記

事
や
動
画
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。

● 

積
極
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組

み
、
企
業
経
営
・
戦
略
に

目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

た
企
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

支
援
情
報 

● 

Ｉ
Ｔ
化
や
Ｄ
Ｘ
に
関
連
し

た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
、
補
助
金
情

報
な
ど
多
数
掲
載
し
て
い

ま
す
。

● 
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相

談
窓
口
も
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

● 

Ｄ
Ｘ
の
手
引 

「
Ｄ
Ｘ
、何
か
ら
始
め
れ
ば

い
い
の
？
」
「
取
り
組
ん

で
い
る
け
ど
、
う
ま
く
い

か
な
い
…
」
と
お
悩
み
の

皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
掲
載
。

沖
縄
な
ら
で
は
の
環
境
や

課
題
を
前
提
に
、
読
ん
だ

そ
の
日
か
ら
実
践
で
き
る

考
え
方
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝

縮
し
ま
し
た
。
解
説
動
画

で
Ｄ
Ｘ
へ
の
第
一
歩
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「ResorTech Okinawa WEBサイト」で
お役立ち情報を発信！

県内の全産業の事業者がＩＴ化やＤＸに取り組もうと
思った時に、役に立つ支援情報をWEBサイトで発信し
ています。

ResorTech O
kinaw

a
ResorTech EX

PO

で

最
新
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、触
れ
て
、体
験
し
よ
う

特集

「ResorTech Okinawa」とは、沖縄におい
てデジタル社会を実現していく中で、社会・
経済ＤＸ（デジタル・トランスフォーメー
ション）を推進する取り組みの総称です。
県では、ResorTech Okinawaの推進によ
る産業ＤＸの加速化に取り組んでいます。

とは？
リ ゾ テ ッ ク お き な わ

4美ら島沖縄 2024.11沖縄県は952円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

必ずチェック!
最低賃金



「R
リ ゾ テ ッ ク
esorTech E

エ キ ス ポ
XPO 2024 in Okinawa」開催！

ResorTech EXPO in Okinawaは、県内の全産業
を対象としたＩＴ・ＤＸの展示商談会です。
国内外から約150社のＩＴ企業が一堂に会し、観
光をはじめ、飲食、物流、福祉など、日々のお仕事
でＩＴ化やＤＸを進めるソリューション（製品・サー
ビス）が展示されます。
たくさんのソリューションを見て、触
れて、体験できるのは展示会ならでは。
業務にITを取り入れたいと考えている
皆さま、ＤＸに興味がある皆さまにとって、
絶好の機会です。ぜひ、ご来場ください！

ResorTech EXPO 2024 in Okinawa（リゾテックエキスポ2024）
テーマ：沖縄がつなげるアジアと日本
主　催：ResorTech EXPO in Okinawa 実行委員会
日　時：11月14日（木）・15日（金）10時～17時
会　場：沖縄アリーナ（県庁や新都心から無料シャトルバスの送迎あり。来場者用の無料駐車場約1,000台あり。）

展示コンセプト： ●国際ゲートウェイ沖縄  アジアと日本をつなぎ地域を超えた新ビジネスの創出
 ●稼ぐ力の向上  観光をはじめとした全産業のＤＸの推進とＤＸ人材の育成
 ●地方創生  産官学がつながり地域課題の解決を目指す
主な来場者：全ての産業でテクノロジー・サービスを必要とする事業者、行政関係者、学生およびマスコミ関係者
内　容： 【展示】国内外から集まった約150社のIT企業によるソリューションの展示
 【基調講演】ＶＲ空間に３Ｄの絵を描くライブパフォーマンス（XRアーティスト：せきぐちあいみさん）
 【地方創生シンポジウム】 山形県、京都府などの自治体がそれぞれ抱える課題の解決や、新たな価値

の創出を目指したＩＣＴなどの新技術やデータを活用した取り組みを紹介
 【おきなわイノベーターズサミット】国内外のスタートアップ企業によるピッチコンテスト＆交流会
 【ｅ-スポーツバトル】世界中の人とレースができるバーチャルサイクリングゲームの体験
 その他、ＩＴ系ワークショップ、逆商談ブース、海外企業マッチング など

問い合わせ  　ITイノベーション推進課　電話：098-866-2503　FAX：098-866-2455

リゾテック
エキスポ
公式サイト

入場無料

  ※事前の来場登録が必要です。
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ています。

ResorTech O
kinaw

a
ResorTech EX

PO

で

最
新
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、触
れ
て
、体
験
し
よ
う

特集

「ResorTech Okinawa」とは、沖縄におい
てデジタル社会を実現していく中で、社会・
経済ＤＸ（デジタル・トランスフォーメー
ション）を推進する取り組みの総称です。
県では、ResorTech Okinawaの推進によ
る産業ＤＸの加速化に取り組んでいます。

とは？
リ ゾ テ ッ ク お き な わ

5 美ら島沖縄 2024.11 沖縄県は952円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

必ずチェック!
最低賃金



泡 盛第７回 編

OKINAWA Industry Chronicle OKINAWA Industry Chronicle

35%軽減されていた酒税が
   2032年までに段階的に縮小！

沖
縄
酒
造
業
を
担
う
新
興
企
業
が
相

次
い
で
誕
生
し
、
個
性
的
な
泡
盛
が

造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
、
泡
盛
業
界
は
再
び

試
練
の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本

土
復
帰
後
、
産
業
保
護
を
目
的
に
酒

税
税
率
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
制
度
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
。
試
練
の
時
を
迎
え
、
泡
盛
業

界
で
は
酒
造
技
術
を
生
か
し
て
新

ジ
ャ
ン
ル
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む

な
ど
、
伝
統
と
革
新
を
織
り
交
ぜ
、

新
た
な
苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

戦前の泡盛製造所
（那覇市歴史博物館提供）

首里城から見た首里三箇と呼ばれた赤田・崎山・鳥堀一帯。テント小屋に
混じって泡盛工場も（那覇市歴史博物館提供）

糸満市にあるまさひろ酒
造（株）には、泡盛の歴史
や製造工程が見られる
「泡盛まさひろギャラ
リー」がある（まさひろ酒
造（株）提供）

酒造技術の発展のため
に県と沖縄国税事務所
が共催する泡盛鑑評会
（沖縄国税事務所提供）

県では、琉球泡盛をアジアへ展開するため、民間企
業と協働で富裕層をターゲットに高級感のある海
外向けの特別なラベルデザインを制作。現在、シン
ガポールで展開しています（I&CO提供）

戦前の泡盛原料の白米をバーキで洗う風景
（那覇市歴史博物館提供）

酒税軽減措置の廃止と沖縄酒造業
これまで泡盛は、本土復帰に伴う酒税軽減措置を受け、酒税が35%軽減されてき
ました。ところが酒税軽減制度の廃止が決まり、2032年までに段階的に縮小さ
れることに。そこで、各社ともウィスキーやジン、クラフトビールなどの新商品
開発や新たな飲み方の提案、海外販路開拓、企業間提携など、自社の強み・個性
を活かした経営に取り組んでいます。

沖
縄
泡
盛
年
表

沖
縄
泡
盛
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

泡
盛
産
業

徳
川
将
軍
家
に
琉
球
焼
酎
を
献
上

1
6
1
0
年

首
里
城
に「
御
用
酒
御
蔵
」が
設
置
さ
れ
る

1
7
3
3
年

免
許
料
を
納
め
れ
ば
民
間
で
も

泡
盛
の
製
造
が
可
能
に
な
る

1
8
7
6
年

ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
に
よ
り

軍
政
府
の
許
可
な
き
醸
造・販
売
禁
止

1
9
4
5
年

将
軍
家
の
献
上
品
目
の
中
に
、

初
め
て「
泡
盛
」の
名
が
記
載
さ
れ
る

1
6
7
1
年

現
存
す
る
県
内
最
古
の
酒
造
所
で
あ
る

新
里
酒
造（
株
）創
業

1
8
4
6
年

沖
縄
県
酒
造
組
合
連
合
会
設
立

1
9
2
8
年

官
営
酒
造
所
が
民
営
化
さ
れ
る

1
9
4
9
年

沖
縄
民
政
府
財
政
部
直
属
の

官
営
5
酒
造
所
が
設
置
。泡
盛
製
造
再
開

1
9
4
7
年

琉
球
酒
造
組
合
連
合
会
結
成

1
9
5
0
年

沖
縄
県
酒
造
協
同
組
合
結
成

1
9
7
6
年

11
月
1
日
を「
泡
盛
の
日
」と
し
て
実
施

1
9
8
9
年

本
土
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
よ
り

泡
盛
の
酒
税
軽
減
実
施

1
9
7
2
年

「
本
場
琉
球
泡
盛
」の
名
称
が

公
正
取
引
委
員
会
よ
り
正
式
に
認
可

1
9
8
3
年

43
の
酒
造
所
が
出
資
し
、

協
同
組
合
琉
球
泡
盛
古
酒
の
郷
を
設
立

2
0
0
8
年

幻
の
酒「
イ
ム
ゲ
ー
」が
復
活

2
0
1
8
年

酒
税
軽
減
措
置
の
段
階
的
引
き
下
げ
開
始

2
0
2
4
年

泡
盛
の
総
移
出
量
が
2
万
7
6
8
8
㎘
に
達
す
る

2
0
0
4
年

江
戸

明
治

昭
和

平
成

令
和

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

撤
廃
さ
れ
る
と
、
県
内
各
地
に
酒
造

所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
首
里
は
酒

造
業
の
中
心
地
で
し
た
が
、
沖
縄
戦

に
よ
り
焦
土
と
化
し
、
琉
球
王
国
時

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
古
酒
も

失
わ
れ
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
ま
し
た
が
、
土
の
中
に
埋
も
れ

た
ム
シ
ロ
か
ら
、
激
戦
を
乗
り
越
え

て
生
き
延
び
た
黒
麹
菌
が
奇
跡
的
に

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
希

望
の
光
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
沖

縄
民
政
府
に
よ
り
５
つ
の
官
営
酒
造

所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

酒
造
が
民
営
化
さ
れ
る
と
、
戦
後
の

琉球庶民のお酒
「イムゲー」の復活3

泡盛について
学べる！

首里は
酒どころだった

泡盛造りは
戦前から

より良い
泡盛造りを
目指して

泡盛＝タイ米というイメージがあり
ますが、かつては地元産米を使用。
その後、米価高騰を機に外国産米を
試してみたところ、タイ米の方が麹
が作りやすくアルコール収量も多い
ことがわかり、昭和初期から原料米
として定着しました。

19世紀半ば頃から、庶民にも自家消
費用の酒造りが認められ、芋や粟を
原料に酒が造られました。そのよう
な酒の一つがイムゲー（芋酒）。1899
年に自家醸造が禁止されたことで
人々から忘れ去られましたが、有志
の泡盛製造所と沖縄県工業技術セン
ターとの共同研究により、2018年
におよそ１世紀ぶりに復活しました。
現在、県産の紅芋と黒糖を原料にし
た「IMUGE.」が各社から生産・販売
されています。

泡盛の原材料に
タイ米が使われる理由

1
世界的にも珍しい
熟成技法「仕次ぎ」

し      つ

仕次ぎは古酒を消費した時に、２番
目に古い甕から消費した分をつぎ足
し、さらにその甕に3番目に古い甕か
らお酒をつぎ足していく技法です。
古酒を長く受け継いでいくこの技法
は、泡盛のほかにスペインのシェリー
酒など、一部でしかみられない世界
的に珍しいものです。

かめ

2

  泡盛の
新たな挑戦

注目トピッ
クス

　
琉
球
王
国
時
代
、
首
里
城
近
く
の

赤
田
、
崎
山
、
鳥
堀
の
３
つ
の
地
区
、

い
わ
ゆ
る
首
里
三
箇
で
泡
盛
が
造
ら

れ
ま
し
た
。
三
箇
は
湧
き
水
に
恵
ま

れ
、
泡
盛
造
り
に
欠
か
せ
な
い
黒
麹

菌
の
生
育
に
適
し
た
場
で
し
た
。
王

府
は
三
箇
居
住
の
認
可
業
者
に
あ
た

る
焼
酎
職
に
だ
け
酒
造
り
を
許
し
、

原
料
と
な
る
米
や
粟
を
支
給
し
、
蒸

留
機
を
貸
与
し
ま
し
た
。
貴
重
な
食

糧
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
酒
造
り
に

失
敗
し
た
場
合
に
は
流
刑
に
な
る
こ

と
も
。
王
府
の
厳
重
な
管
理
の
下
で

造
ら
れ
た
蒸
留
酒
の
泡
盛
は
、
熟
成

さ
せ
る
ご
と
に
風
味
豊
か
な
古
酒

（
く
ー
す
）と
な
り
、
王
族
・
士
族
に

愛
飲
さ
れ
ま
し
た
。

　
琉
球
王
国
滅
亡
後
に
酒
造
規
制
が

さ
ん  

か
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り
組
む

な
ど
、
伝
統
と
革
新
を
織
り
交
ぜ
、

新
た
な
苦
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

戦前の泡盛製造所
（那覇市歴史博物館提供）

首里城から見た首里三箇と呼ばれた赤田・崎山・鳥堀一帯。テント小屋に
混じって泡盛工場も（那覇市歴史博物館提供）

糸満市にあるまさひろ酒
造（株）には、泡盛の歴史
や製造工程が見られる
「泡盛まさひろギャラ
リー」がある（まさひろ酒
造（株）提供）

酒造技術の発展のため
に県と沖縄国税事務所
が共催する泡盛鑑評会
（沖縄国税事務所提供）

県では、琉球泡盛をアジアへ展開するため、民間企
業と協働で富裕層をターゲットに高級感のある海
外向けの特別なラベルデザインを制作。現在、シン
ガポールで展開しています（I&CO提供）

戦前の泡盛原料の白米をバーキで洗う風景
（那覇市歴史博物館提供）

酒税軽減措置の廃止と沖縄酒造業
これまで泡盛は、本土復帰に伴う酒税軽減措置を受け、酒税が35%軽減されてき
ました。ところが酒税軽減制度の廃止が決まり、2032年までに段階的に縮小さ
れることに。そこで、各社ともウィスキーやジン、クラフトビールなどの新商品
開発や新たな飲み方の提案、海外販路開拓、企業間提携など、自社の強み・個性
を活かした経営に取り組んでいます。

沖
縄
泡
盛
年
表

沖
縄
泡
盛
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

泡
盛
産
業

徳
川
将
軍
家
に
琉
球
焼
酎
を
献
上

1
6
1
0
年

首
里
城
に「
御
用
酒
御
蔵
」が
設
置
さ
れ
る

1
7
3
3
年

免
許
料
を
納
め
れ
ば
民
間
で
も

泡
盛
の
製
造
が
可
能
に
な
る

1
8
7
6
年

ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
に
よ
り

軍
政
府
の
許
可
な
き
醸
造・販
売
禁
止

1
9
4
5
年

将
軍
家
の
献
上
品
目
の
中
に
、

初
め
て「
泡
盛
」の
名
が
記
載
さ
れ
る

1
6
7
1
年

現
存
す
る
県
内
最
古
の
酒
造
所
で
あ
る

新
里
酒
造（
株
）創
業

1
8
4
6
年

沖
縄
県
酒
造
組
合
連
合
会
設
立

1
9
2
8
年

官
営
酒
造
所
が
民
営
化
さ
れ
る

1
9
4
9
年

沖
縄
民
政
府
財
政
部
直
属
の

官
営
5
酒
造
所
が
設
置
。泡
盛
製
造
再
開

1
9
4
7
年

琉
球
酒
造
組
合
連
合
会
結
成

1
9
5
0
年

沖
縄
県
酒
造
協
同
組
合
結
成

1
9
7
6
年

11
月
1
日
を「
泡
盛
の
日
」と
し
て
実
施

1
9
8
9
年

本
土
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
よ
り

泡
盛
の
酒
税
軽
減
実
施

1
9
7
2
年

「
本
場
琉
球
泡
盛
」の
名
称
が

公
正
取
引
委
員
会
よ
り
正
式
に
認
可

1
9
8
3
年

43
の
酒
造
所
が
出
資
し
、

協
同
組
合
琉
球
泡
盛
古
酒
の
郷
を
設
立

2
0
0
8
年

幻
の
酒「
イ
ム
ゲ
ー
」が
復
活

2
0
1
8
年

酒
税
軽
減
措
置
の
段
階
的
引
き
下
げ
開
始

2
0
2
4
年

泡
盛
の
総
移
出
量
が
2
万
7
6
8
8
㎘
に
達
す
る

2
0
0
4
年

江
戸

明
治

昭
和

平
成

令
和

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

撤
廃
さ
れ
る
と
、
県
内
各
地
に
酒
造

所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
首
里
は
酒

造
業
の
中
心
地
で
し
た
が
、
沖
縄
戦

に
よ
り
焦
土
と
化
し
、
琉
球
王
国
時

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
古
酒
も

失
わ
れ
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
ま
し
た
が
、
土
の
中
に
埋
も
れ

た
ム
シ
ロ
か
ら
、
激
戦
を
乗
り
越
え

て
生
き
延
び
た
黒
麹
菌
が
奇
跡
的
に

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
希

望
の
光
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
、
沖

縄
民
政
府
に
よ
り
５
つ
の
官
営
酒
造

所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

酒
造
が
民
営
化
さ
れ
る
と
、
戦
後
の

琉球庶民のお酒
「イムゲー」の復活3

泡盛について
学べる！

首里は
酒どころだった

泡盛造りは
戦前から

より良い
泡盛造りを
目指して

泡盛＝タイ米というイメージがあり
ますが、かつては地元産米を使用。
その後、米価高騰を機に外国産米を
試してみたところ、タイ米の方が麹
が作りやすくアルコール収量も多い
ことがわかり、昭和初期から原料米
として定着しました。

19世紀半ば頃から、庶民にも自家消
費用の酒造りが認められ、芋や粟を
原料に酒が造られました。そのよう
な酒の一つがイムゲー（芋酒）。1899
年に自家醸造が禁止されたことで
人々から忘れ去られましたが、有志
の泡盛製造所と沖縄県工業技術セン
ターとの共同研究により、2018年
におよそ１世紀ぶりに復活しました。
現在、県産の紅芋と黒糖を原料にし
た「IMUGE.」が各社から生産・販売
されています。

泡盛の原材料に
タイ米が使われる理由

1
世界的にも珍しい
熟成技法「仕次ぎ」

し      つ

仕次ぎは古酒を消費した時に、２番
目に古い甕から消費した分をつぎ足
し、さらにその甕に3番目に古い甕か
らお酒をつぎ足していく技法です。
古酒を長く受け継いでいくこの技法
は、泡盛のほかにスペインのシェリー
酒など、一部でしかみられない世界
的に珍しいものです。

かめ

2

  泡盛の
新たな挑戦

注目トピッ
クス

　
琉
球
王
国
時
代
、
首
里
城
近
く
の

赤
田
、
崎
山
、
鳥
堀
の
３
つ
の
地
区
、

い
わ
ゆ
る
首
里
三
箇
で
泡
盛
が
造
ら

れ
ま
し
た
。
三
箇
は
湧
き
水
に
恵
ま

れ
、
泡
盛
造
り
に
欠
か
せ
な
い
黒
麹

菌
の
生
育
に
適
し
た
場
で
し
た
。
王

府
は
三
箇
居
住
の
認
可
業
者
に
あ
た

る
焼
酎
職
に
だ
け
酒
造
り
を
許
し
、

原
料
と
な
る
米
や
粟
を
支
給
し
、
蒸

留
機
を
貸
与
し
ま
し
た
。
貴
重
な
食

糧
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
酒
造
り
に

失
敗
し
た
場
合
に
は
流
刑
に
な
る
こ

と
も
。
王
府
の
厳
重
な
管
理
の
下
で

造
ら
れ
た
蒸
留
酒
の
泡
盛
は
、
熟
成

さ
せ
る
ご
と
に
風
味
豊
か
な
古
酒

（
く
ー
す
）と
な
り
、
王
族
・
士
族
に

愛
飲
さ
れ
ま
し
た
。

　
琉
球
王
国
滅
亡
後
に
酒
造
規
制
が

さ
ん  

か
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県の動き

県の動き

● 11月10日～16日は「アルコール関連問題啓発週間」です！
国民の間に広くアルコール関連問題に関する関心と理解を深めるため、
毎年11月10日から16日までを「アルコール関連問題啓発週間」と定めて
います。
ついつい飲みすぎてお酒で失敗してしまう、お酒をセーブできないのは、
アルコール依存症という病気かもしれません。依存症は、性格や意思の弱
さによるものではなく、欲求をコントロールできなくなる脳の病気で、誰
もがなり得る病気です。早期に適切な対応をすることで回復する病気とい
われており、本人や家族、知人が依存症に対して正しい知識を持つことが
当事者の治療や支援に重要であるとされています。

● アルコール関連問題の相談窓口
飲酒の問題で悩んでいる方は、　総合精神保健福祉センターや最寄りの保
健所にご相談ください。

問い合わせ   　地域保健課　電話：098-866-2215　FAX：098-866-2241

問い合わせ   　地域・離島課　電話：098-866-2370　FAX：098-866-2068

離島フェア2024
～離島の息吹を感じよう！特産品の祭典～

ご存じですか？アルコールのリスク

今年で36回目の開催となる離島フェアは、離島の市
町村や事業者が一堂に会し、離島の特産品の販売や展
示、伝統芸能の披露など、離島の情報、魅力ある特産
品に触れることができる貴重な場です。
離島の市町村や事業者と交流し、離島の魅力を直接

感じていただき、継続した「島とのつながり」を創っ
ていただく機会になると思います。多くの皆さまのご
来場をお待ちしています。

主なイベント
●特産品の展示即売会
　離島の農林水産加工品や伝統工芸品な
ど数多くの特産品が出展されます。これ
まで知らなかった離島の特産品と出会え
るチャンスです！

●離島食堂
　離島の食材をいかしたメニュー
や離島でしか味わえない名物料理
が楽しめます。

●伝統芸能公演
　離島の個性あふれる伝統芸能や
離島出身者によるステージイベントを行います。

●その他のイベント
　優良特産品や絵画コンクールなどの表彰式、離島の市町村の
PRコーナー、特産品の流通商談会なども開催します。

問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

ホームページ

離島フェア2023
展示即売会の様子

離島フェア2024に関する問い合わせ先
離島フェア開催実行委員会事務局
TEL：098‒963‒8191　FAX：098‒963‒8195

連
絡
先

総合精神保健福祉センター 098-888-1450 北部保健所  地域保健班 0980-52-2734
中部保健所  精神保健班 098-938-9700 南部保健所  精神保健班 098-851-3458
宮古保健所  地域保健班 0980-72-8447 八重山保健所  地域保健班 0980-82-3241
那覇市保健所  地域保健課 098-853-7973

離島フェア2023 離島食堂の様子

イベント情報を詳しく知りたい方はこちら

　離島フェア2024に出展される特産品や
市町村の情報を掲載しておりますので、
ぜひご覧ください！

日 時：11月15日（金）～17日（日）10時～19時
             ※15日は９時30分から開会式、17日は18時まで
場 所：沖縄セルラーパーク那覇（奥武山公園内）

地域外交の
展 開

問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

多様な国際ネットワークが結びつく多様な国際ネットワークが結びつく
グローバルビジネス共創拠点グローバルビジネス共創拠点

県では、地域外交により目指す姿として、「多様な国際ネットワーク
が結びつくグローバルビジネス共創拠点」を掲げています。
観光や経済、国際物流など従来から海外向け施策を実施してきた分野
は、更なる発展を目指して取り組みを推進するとともに、歴史・文化・
自然などに関する学術研究および各種交流、世界のウチナーネットワー
クを活用したビジネス交流を促進することにより、沖縄を中心としたグロー
バルな経済ネットワークの活用による自立型経済の構築を目指します。

日本国際貿易促進協会
今年７月、照屋副知事が、日本国際貿易促進協会訪中団
の一員として北京市を訪問しました。中国商務部との意見
交換では、沖縄県と福建省との交流推進や、貿易促進に向
けた関係機関との連携について要望しました。また、県の
トップセールス活動として中国国際航空を訪問し、那覇－
北京間の定期航空路線の復便に対する感謝を伝えるととも
に、搭乗率の向上に向けた連携について確認しました。

駐日インド大使館での「沖縄DAY」の開催について
また、９月には、東京の駐日インド大使館で、インドからの観光
誘客や企業間交流、学術交流などにつなげることを目的に「沖縄
DAY」が開催され、国会議員や経済界から100名の方が参加しました。
「沖縄DAY」では、沖縄県の観光PRやIT産業などの紹介を行い、
空手や琉球舞踊、エイサーが披露されました。
玉城知事は、開催に協力をいただいたシビ・ジョージ駐日インド
大使へ感謝の意を述べたほか、インドとの友好関係についても、県
の地域外交の一環として、さまざまな分野に広がるよう相互に取り組んでいく
と述べました。県では、今後も引き続きインドとの交流を促進してまいります。

連
載
シ
リ
ー
ズ

中国国際航空との意見交換

シビ・ジョージ駐日インド大使と玉城知事

沖縄県とインドとの文化交流の様子

中国商務部との意見交換

分野連携

【理念】
21世紀の
万国津梁

国際協力
・貢献拠点

グローバル
ビジネス
共創拠点

国際平和
創造拠点

分野連携

分野連携

世界が認める環境配慮型セントリコン・システムで
あなたの自宅をお守りします。

シロアリの防除。
薬をまかずに巣ごと撃退！

お
問
合
せ
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